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(54)【発明の名称】 表示装置

(57)【要約】
【課題】ドライバ回路に近接してＤ／Ａ変換器が配置さ
れていたため、画素の周辺回路が複雑になり、表示パネ
ルの額縁面積が増加するという問題があった。
【解決手段】画素毎に、デジタル映像信号に応じて重み
付けされた駆動電流Ｉを発生する電流発生回路２を設
け、この駆動電流Ｉを有機ＥＬ素子３に供給するように
したものである。電流発生回路２は、デジタル映像信号
を、それに応じた重み付けされた駆動電流に変換するＤ
／Ａ変換機能を有するものであり、デジタル映像信号に
応じた階調表示を可能とするものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の画素を備えた表示装置において、
前記画素毎に、電流駆動型発光素子と、デジタル映像信
号に応じた駆動電流を発生する電流発生回路と、を備
え、前記駆動電流を前記電流駆動型発光素子に供給する
ようにしたことを特徴とする表示装置。
【請求項２】  前記電流発生回路は、前記デジタル映像
信号の各ビットに応じてスイッチングする複数の駆動用
トランジスタと、前記複数の駆動用トランジスタに供給
される駆動信号を出力する駆動信号源と、を備え、前記
複数の駆動用トランジスタの電流駆動能力が前記デジタ
ル映像信号の各ビットに応じて重み付けされていること
を特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】  前記駆動信号源の出力と前記駆動用トラ
ンジスタのゲートとの間に結合容量を設けたことを特徴
とする請求項２記載の表示装置。
【請求項４】  前記複数の駆動用トランジスタから発生
される駆動電流を前記電流駆動型発光素子に供給するタ
イミングを制御するためのタイミング制御用トランジス
タを備えることを特徴とする請求項２記載の表示装置。
【請求項５】  前記電流発生回路は、前記デジタル映像
信号の各ビットに応じてスイッチングする複数の駆動用
トランジスタと、駆動電圧源と、この駆動電圧源と前記
各駆動用トランジスタとの間に接続された複数の抵抗素
子と、を備え、前記複数の抵抗素子の抵抗値が前記デジ
タル映像信号の各ビットに応じて重み付けされているこ
とを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項６】デジタル映像信号が供給される複数のドレ
イン信号線と、走査信号に応じて一画素を選択する複数
の画素選択トランジスタと、前記複数の画素選択トラン
ジスタを通して前記複数のドレイン信号線からのデジタ
ル映像信号の各ビットがゲートに印加された複数の駆動
用トランジスタと、前記複数の駆動用トランジスタのソ
ースに供給される駆動信号を出力する駆動信号源と、前
記駆動用トランジスタからの駆動電流によって駆動され
るＥＬ素子と、を備え、前記複数の駆動用トランジスタ
の電流駆動能力が前記デジタル映像信号の各ビットに応
じて重み付けされていることを特徴とする表示装置。
【請求項７】  前記駆動信号源の出力と前記駆動用トラ
ンジスタのゲートとの間に結合容量を設けたことを特徴
とする請求項６記載の表示装置。
【請求項８】  前記複数の駆動用トランジスタからの駆
動電流を前記ＥＬ素子に供給するタイミングを制御する
ためのタイミング制御用トランジスタを備えることを特
徴とする請求項７記載の表示装置。
【請求項９】  デジタル映像信号が供給される複数のド
レイン信号線と、走査信号に応じて一画素を選択する複
数の画素選択トランジスタと、前記複数の画素選択トラ
ンジスタを通して前記複数のドレイン信号線からのデジ
タル映像信号の各ビットがゲートに印加された複数の駆
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動用トランジスタと、駆動電圧源と、この駆動電圧源と
前記各駆動用トランジスタとの間に接続された複数の抵
抗素子と、前記駆動用トランジスタからの駆動電流によ
って駆動されるＥＬ素子と、を備え、前記複数の抵抗素
子の抵抗値が前記デジタル映像信号の各ビットに応じて
重み付けされていることを特徴とする表示装置。
【請求項１０】  前記駆動用トランジスタのゲートに前
記デジタル映像信号を保持する保持容量が設けられてい
ることを特徴とする請求項９記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は表示装置に関し、特
にデジタル映像信号をアナログ映像信号に変換するＤＡ
変換機能を備えた表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、エレクトロルミネッセンス（Elec
tro Luminescence：以下、「ＥＬ」と略称する）素子を
用いたＥＬ表示装置は、ＣＲＴやＬＣＤに代わる表示装
置として注目されている。特に、ＥＬ素子を駆動させる
スイッチング素子として薄膜トランジスタ（Thin Film 
Transistor：以下、「ＴＦＴ」と略称する）を備えたＥ
Ｌ表示装置が開発されている。
【０００３】図７に、有機ＥＬ表示パネル内の一画素の
等価回路図を示す。ゲート信号Ｇnを供給するゲート信
号線５０と、ドレイン信号、すなわち、ビデオ信号Ｄm
を供給するドレイン信号線６０とが互いに交差してい
る。ビデオ信号Ｄmは、上記のビデオ信号Ｖs2をサンプ
リング信号でサンプリングして作成される。
【０００４】それらの両信号線の交差点付近には、有機
ＥＬ素子１２０及びこの有機ＥＬ素子１２０を駆動する
ＴＦＴ１００、画素を選択するためのＴＦＴ１１０が配
置されている。
【０００５】有機ＥＬ素子駆動用のＴＦＴ１００のドレ
イン１１０ｄには、正電源電圧ＰＶｄｄが供給されてい
る。また、ソース１１０ｓは有機ＥＬ素子１２０のアノ
ード１２１に接続されている。
【０００６】また、画素選択用のＴＦＴ１１０のゲート
１１０ｇにはゲート信号線５０が接続されることにより
ゲート信号Ｇnが供給され、ドレイン１１０ｄにはドレ
イン信号線６０が接続されることにより、ビデオ信号Ｄ
mが供給される。ＴＦＴ１１０のソース１１０ｓは上記
ＴＦＴ１００のゲート１００ｇに接続されている。ここ
で、ゲート信号Ｇnは不図示のゲートドライバ回路から
出力される。ビデオ信号Ｄmは不図示のドレインドライ
バ回路から出力される。
【０００７】また、有機ＥＬ素子１２０は、アノード１
２１、カソード１２２、このアノード１２１とカソード
１２２の間に形成された発光素子層１２３から成る。カ
ソード１２２には、負電源電圧ＣＶが供給されている。
【０００８】また、ＴＦＴ１００のゲート１００ｇには
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保持容量１３０が接続されている。すなわち、保持容量
１３０の一方の電極はゲート１００ｇに接続され、他方
の電極は保持容量電極１３１に接続されている。保持容
量１３０はビデオ信号Ｄmに応じた電荷を保持すること
により、１フィールド期間、画素のビデオ信号を保持す
るために設けられている。
【０００９】上述した構成のＥＬ表示装置の動作を説明
すると以下の通りである。ゲート信号Ｇnが一水平期
間、ハイレベルになると、ＴＦＴ１１０がオンする。す
ると、ドレイン信号線６０からビデオ信号ＤmがＴＦＴ
１１０を通して、ＴＦＴ１００のゲート１００ｇに印加
される。そして、ゲート１００ｇに供給されたビデオ信
号Ｄmに応じて、ＴＦＴ１００のコンダクタンスが変化
し、それに応じた駆動電流がＴＦＴ１００を通して、有
機ＥＬ素子１２０に供給され、有機ＥＬ素子１２０が点
灯する。
【００１０】ところで、ドレイン信号線６０に入力され
るアナログ映像信号は、入力デジタル映像信号をＤ／Ａ
変換器によりデジタル・アナログ変換して得られる。従
来、表示パネル内部にＤ／Ａ変換器を内蔵する表示装置
においては、画素周辺部のドライバ回路に近接してＤ／
Ａ変換器を配置していた。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
表示装置では、ドライバ回路に近接してＤ／Ａ変換器が
配置されていたため、画素の周辺回路が複雑になり、表
示パネルの額縁面積が増加するという問題があった。
【００１２】
【課題を解決するための手段】そこで、本発明の表示装
置は、画素毎に、デジタル映像信号に応じて重み付けさ
れた駆動電流を発生する電流発生回路を設け、この駆動
電流を電流駆動発光素子、例えば有機ＥＬ素子に供給す
るようにしたものである。
【００１３】係る電流発生回路は、デジタル映像信号
を、それに応じて重み付けされた駆動電流に変換するＤ
／Ａ変換機能を有するものであり、デジタル映像信号に
応じた階調表示を可能とするものである。そして、その
ようなＤ／Ａ変換機能を各画素毎に内蔵化したため、画
素の周辺回路が簡単になり、表示パネルの額縁面積を縮
小化することが可能となる。
【００１４】
【発明の実施の形態】第１の実施形態
次に、本発明の第１の実施形態に係る表示装置について
図面を参照しながら説明する。図１は、第１の実施形態
に係る表示装置の回路図である。図において、簡単のた
め一つの画素のみを示しているが、実際の表示装置では
この画素が行列上に複数配置されている。
【００１５】絶縁性基板（不図示）上の一方向にゲート
信号線Ｇ１が配設されている。ゲート信号線Ｇ１にはゲ
ートドライバ（不図示）から走査信号が供給される。ゲ
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ート信号線Ｇ１と交差する方向に４本のドレイン信号線
Ｄ0～Ｄ3が配設されている。デジタルデータドライバ回
路１は、４ビットのデジタル映像信号をサンプリング信
号に応じて出力する。
【００１６】ドレイン信号線Ｄ0～Ｄ3には、デジタル映
像信号(ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0)の各ビットが出力される。
すなわち、ドレイン信号線Ｄ0に最下位ビットｎ0が、ド
レイン信号線Ｄ3に最上位ビットｎ3が出力される。実際
にはデジタル映像信号は電圧信号で見ると、その振幅を
Ｖ1とすれば、(ｎ3・Ｖ1，ｎ2・Ｖ1，ｎ1・Ｖ1，ｎ0・
Ｖ1)と表される。ここで、ｎ0～ｎ3は、「０」または
「１」のバイナリーデータである。
【００１７】このデジタル映像信号のビット数を増加さ
せることにより、さらに多階調の表示が可能である。反
対に、デジタル映像信号のビット数を減少させることに
より、低階調の表示が可能である。
【００１８】Ｎチャネル型の画素選択トランジスタＧＴ
0～ＧＴ3は、各ドレイン信号線Ｄ0～Ｄ3に接続されてい
る。また、画素選択トランジスタＧＴ0～ＧＴ3の各ゲー
トにはゲート信号線Ｇ１が共通に接続されている。な
お、以下で「トランジスタ」とは薄膜トランジスタ（Ｔ
ＦＴ）であるとする。
【００１９】そして、デジタル映像信号(ｎ3・Ｖ1，ｎ2
・Ｖ1，ｎ1・Ｖ1，ｎ0・Ｖ1)は、画素選択トランジスタ
ＧＴ0～ＧＴ3を通して、電流発生回路２に供給される。
電流発生回路２は、デジタル映像信号(ｎ3・Ｖ1，ｎ2・
Ｖ1，ｎ1・Ｖ1，ｎ0・Ｖ1)に応じた駆動電流を発生する
回路である。その駆動電流は、有機ＥＬ素子３に供給さ
れる。有機ＥＬ素子３は、アノード４、カソード５、ア
ノード４とカソード５の間に形成された有機材料から成
る発光層６とから構成されている。なお、７はアノード
４に付随する寄生容量である。
【００２０】電流発生回路２は、以下の構成を有してい
る。デジタル映像信号(ｎ3・Ｖ1，ｎ2・Ｖ1，ｎ1・Ｖ
1，ｎ0・Ｖ1)の各ビットが各ゲートに印加され、各ビッ
トに応じてスイッチングする４つのＮチャネル型の駆動
用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3が設けられている。また、
これらの駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3に供給される
駆動信号Ｖpsを出力する駆動信号源８が設けられてい
る。この駆動信号源８の出力と駆動用トランジスタＤＴ
0～ＤＴ3のゲートとの間に接続された４つの結合容量Ｃ
0～Ｃ3が設けられている。４つの結合容量Ｃ0～Ｃ3は、
後述するように、駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3がオ
ンするときのゲート電位を昇圧するために設けられてい
る。
【００２１】また、駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3か
ら発生される駆動電流を有機ＥＬ素子３に供給するタイ
ミングを制御するための４つのＮチャネル型のタイミン
グ制御用トランジスタＣＴ0～ＣＴ3が設けられている。
【００２２】駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3に発生す
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る各駆動電流は、タイミング制御用トランジスタＣＴ0
～ＣＴ3を通して、有機ＥＬ素子３に印加される。つま
り、有機ＥＬ素子３には、駆動用トランジスタＤＴ0～
ＤＴ3に発生する各駆動電流の和が印加される。
【００２３】そして、駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3
の電流駆動能力は、デジタル映像信号(ｎ3・Ｖ1，ｎ2・
Ｖ1，ｎ1・Ｖ1，ｎ0・Ｖ1)の各ビットに応じて重み付け
されている。
【００２４】駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3の電流駆
動能力は、ＧＷ／（ＧＬ・Ｔｏｘ）に比例することが知
られている。ＧＷはゲート幅、ＧＬはチャネル長、Ｔｏ
ｘはゲート絶縁膜の膜厚である。そこで、例えば、ゲー
ト幅ＧＷについて重み付けがされる。例えば、駆動用ト
ランジスタＤＴ0のゲート幅ＧＷ0をＷとすると、駆動用
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トランジスタＤＴ1のゲート幅ＧＷ1を２Ｗ、駆動用トラ
ンジスタＤＴ2のゲート幅ＧＷ2を４Ｗ、駆動用トランジ
スタＤＴ3のゲート幅ＧＷ3を８Ｗと設定する。
【００２５】これらの駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3
の合成された抵抗値をＲとし、有機ＥＬ素子３の抵抗値
をＲ’とすると、電流発生回路２と有機ＥＬ素子３の等
価回路は図２のようになる。この等価回路から、有機Ｅ
Ｌ素子３のアノード４とカソード５との間に発生する電
圧Ｖは、
Ｖ＝Ｖps×Ｒ’／（Ｒ＋Ｒ’）・・・・（１）
と表される。ただし、カソード５の電位を０Ｖとする。
【００２６】一方、駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3の
合成された抵抗値Ｒは、

  １／Ｒ＝（ｎ0／８ｒ＋ｎ1／４ｒ＋ｎ2／２ｒ＋ｎ3／ｒ）・・・・（２
）と近似的に表される。ここでｒは駆動用トランジスタＤ

Ｔ3のオン抵抗である。また、タイミング制御用トラン
ジスタＣＴ0～ＣＴ3のオン抵抗は、駆動用トランジスタ
ＤＴ0～ＤＴ3のオン抵抗に比して十分小さいものとす
る。
【００２７】すると、デジタル映像信号のビットデータ
（ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）に対応する上記抵抗値Ｒは、
（０，０，０，０）の時は、∞（無限大）、（０，０，
０，１）のときは８ｒ、（０，０，１，０）の時は４
ｒ、（０，０，１，１）の時は８／３・ｒ、（０，１，
０，０）の時は２ｒ、・・・、（１，１，１，１）の時
は、８／１５・ｒとなる。なお、駆動用トランジスタＤ
Ｔ0～ＤＴ3のオフ時の抵抗を近似的に∞（無限大）とし
ている。
【００２８】この変化の様子を図３に示した。図におい
て、横軸はビットデータ（ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）、縦軸
は抵抗値Ｒを示している。このように、デジタル映像信
号のビットデータ（ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）が大きくなる
に従って、合成された抵抗値Ｒは、減少していく。
【００２９】すると、上記の（１）式によれば、有機Ｅ
Ｌ素子３に印加される電圧Ｖは、ビットデータ（ｎ3，
ｎ2，ｎ1，ｎ0）が大きくなるに従って増加していく。
有機ＥＬ素子３に印加される電圧Ｖが増加すれば、駆動
用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3から有機ＥＬ素子３に流れ
る駆動電流Ｉも増加し、それに伴って有機ＥＬ素子３の
輝度Ｌも増加する。駆動電流Ｉ及び有機ＥＬ素子３の輝
度Ｌと電圧Ｖとの定性的な関係を図４に示した。
【００３０】したがって、上述した構成の表示装置によ
れば、デジタル映像信号に応じた駆動電流Ｉを有機ＥＬ
素子３に流し、それによって有機ＥＬ素子３の輝度Ｌを
段階的に制御できる。換言すれば、デジタル映像信号を
駆動電流Ｉにアナログ変換する一種のＤ／Ａ変換機能を
画素に内蔵したものであり、階調表示を可能としたもの
である。
【００３１】次に、上述した構成の表示装置の動作につ

いて、図５を参照しながら説明する。駆動信号源８から
出力される駆動信号Ｖpsは画素が選択される前には８Ｖ
であり、この８Ｖが駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3の
ソースに供給される。次に、駆動信号Ｖpsが８Ｖから０
Ｖに変化すると、駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3のソ
ースは０Ｖに設定される。次に、ゲート信号線Ｇ１の電
位Ｖ（Ｇ１）が４Ｖ＋αに立ち上がる。ここで、αは画
素選択用トランジスタＧＴ0～ＧＴ3のしきい値よりも大
きい電圧である。
【００３２】すると、画素選択用トランジスタＧＴ0～
ＧＴ3がオンし、ドレイン信号線Ｄ0～Ｄ3からデジタル
映像信号の各ビット（ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）が読み込ま
れる。これにより、駆動用トランジスタＤＴ0のゲート
の電位はｎ0×４Ｖ、駆動用トランジスタＤＴ1のゲート
の電位は、ｎ1×４Ｖ、駆動用トランジスタＤＴ2のゲー
トの電位は、ｎ2×４Ｖ、駆動用トランジスタＤＴ3のゲ
ートの電位は、ｎ3×４Ｖとなる。
【００３３】次に、ゲート信号線Ｇ１の電位Ｖ（Ｇ１）
が０Ｖに立ち下がる。これにより、画素選択用トランジ
スタＧＴ0～ＧＴ3がオフする。その後、駆動信号Ｖpsが
０Ｖから８Ｖに立ち上がる。すると、結合容量Ｃ0～Ｃ3
によって、駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3のゲートの
電位は８Ｖだけ上昇する。ただし、駆動用トランジスタ
ＤＴ0～ＤＴ3のゲート・ドレイン間容量のような寄生容
量を無視した場合である。
【００３４】例えば、駆動用トランジスタＤＴ0のゲー
トの電位はｎ0×４Ｖ＋８Ｖとなる。つまり、ｎ0が
「０」の時は、そのゲートの電位８Ｖであり、この場合
は、駆動用トランジスタＤＴ0はオフする。一方、ｎ0が
「１」の時は、そのゲートの電位は１２Ｖという高い電
位となり、駆動用トランジスタＤＴ0は十分にオンす
る。他の駆動用トランジスタＤＴ1～ＤＴ3についても同
様である。このように、結合容量Ｃ0～Ｃ3を用いて駆動
用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3のゲートの電位を上昇させ
ているので、デジタル映像信号の振幅を小さく抑えられ
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7
るという利点がある。
【００３５】こうして、デジタル映像信号の各ビット
（ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）に応じて駆動用トランジスタＤ
Ｔ0～ＤＴ3がスイッチングし、駆動用トランジスタＤＴ
0～ＤＴ3の合成された抵抗値は、式（２）に従って定ま
る。
【００３６】その後、タイミング制御信号ＣＰが８Ｖ＋
βに立ち上がると、タイミング制御用トランジスタＣＴ
0～ＣＴ3がオンする。βはタイミング制御用トランジス
タＣＴ0～ＣＴ3のしきい値よりも大きい電圧である。そ
うすると、駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3から駆動電
流Ｉが、タイミング制御用トランジスタＣＴ0～ＣＴ3を
通して流れ、有機ＥＬ素子３に印加され、その駆動電流
Ｉに応じた輝度で発光する。
【００３７】そして、タイミング制御信号ＣＰが０Ｖに
立ち下がると、タイミング制御用トランジスタＣＴ0～
ＣＴ3がオフし、有機ＥＬ素子３への駆動電流Ｉの供給
が停止され、有機ＥＬ素子３は消灯する。
【００３８】なお、本実施形態によれば、有機ＥＬ素子
３に駆動電流Ｉを流すタイミングを調整するためにタイ
ミング制御用トランジスタＣＴ0～ＣＴ3を設けている
が、そのような必要がある場合に設ければよい。そし
て、タイミング制御用トランジスタＣＴ0～ＣＴ3を削除
する場合には、駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3の各ド
レインを有機ＥＬ素子３に直接接続すればよい。
【００３９】また、結合容量Ｃ0～Ｃ3は、駆動用トラン
ジスタＤＴ0～ＤＴ3がオンするときのゲート電位を昇圧
するために設けられているが、これらを削除してもよ
い。ただし、その場合には、デジタル映像信号の振幅を
大きくしなければならない。またデジタル映像信号（ｎ
3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）のビット数も４ビットに限らず、適
宜増減してもよい。
【００４０】また、駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3の
電流駆動能力の重み付けは、駆動用トランジスタＤＴ0
～ＤＴ3のゲート幅ＧＷによって行ったが、これに限ら
ず、チャネル長さＧＬやゲート絶縁膜の膜圧Ｔｏｘによ
って重み付けすることもできる。
【００４１】次に、本発明の第２の実施形態に係る表示*
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*装置について図面を参照しながら説明する。図６は、第
２の実施形態に係る表示装置の回路図である。図におい
て、簡単のため一つの画素のみを示しているが、実際の
表示装置ではこの画素が行列上に複数配置されている。
なお、図１と同一の構成部分については同一の符号を付
してその説明を省略する。
【００４２】本実施形態では、駆動用トランジスタＤＴ
0～ＤＴ3のそれぞれに直列に抵抗を接続し、デジタル映
像信号（ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）の各ビットに応じて、こ
れらの抵抗の抵抗値を重み付けしたものである。
【００４３】図６において、電流発生回路１０は、以下
の構成を有している。デジタル映像信号(ｎ3・Ｖ1，ｎ2
・Ｖ1，ｎ1・Ｖ1，ｎ0・Ｖ1)の各ビットが各ゲートに印
加され、各ビットに応じてスイッチングする４つのＮチ
ャネル型の駆動用トランジスタＤＴ0’～ＤＴ3’が設け
られている。ここで、電圧Ｖ1は信号振幅（例えば、８
Ｖ＋α）である。
【００４４】また、これらの駆動用トランジスタＤＴ
0’～ＤＴ3’のソースに供給される直流駆動電圧ＶDC
（例えば８Ｖ）を出力する駆動電圧源１１が設けられて
いる。そして、駆動電圧源１１の出力と駆動用トランジ
スタＤＴ0’～ＤＴ3’との間にはそれぞれ抵抗値８ｒ
0、４ｒ0、２ｒ0、ｒ0を有する抵抗素子が接続されてい
る。
【００４５】また、駆動用トランジスタＤＴ0’～ＤＴ
3’のゲートには、デジタル映像信号を保持するための
保持容量ＣＳ0～ＣＳ3が接続されている。
【００４６】これらの駆動用トランジスタＤＴ0’～Ｄ
Ｔ3’の合成された抵抗値をＲとし、有機ＥＬ素子３の
抵抗値をＲ’とすると、電流発生回路１０と有機ＥＬ素
子３の等価回路は図２と同様になる。この等価回路か
ら、有機ＥＬ素子３のアノード４とカソード５との間に
発生する電圧Ｖは、
Ｖ＝ＶDC×Ｒ’／（Ｒ＋Ｒ’）・・・・（３）
と表される。ただし、カソード５の電位を０Ｖとする。
【００４７】一方、駆動用トランジスタＤＴ0’～ＤＴ
3’の合成された抵抗値Ｒは、

  １／Ｒ＝（ｎ0／８ｒ0＋ｎ1／４ｒ0＋ｎ2／２ｒ0＋ｎ3／ｒ0）・・
・・（４）と近似的に表される。ただし、駆動用トランジスタＤＴ

0’～ＤＴ3’のオン抵抗は、抵抗値ｒ0に比して十分小
さいものとする。
【００４８】したがって、第１の実施形態と同様に、デ
ジタル映像信号のビットデータ（ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）
に対応する上記抵抗値Ｒは、（０，０，０，０）の時
は、∞（無限大）、（０，０，０，１）のときは８ｒ
0、（０，０，１，０）の時は４ｒ0、（０，０，１，
１）の時は８／３・ｒ0、（０，１，０，０）の時は２
ｒ0、・・・、（１，１，１，１）の時は、８／１５・
ｒ0となる。なお、駆動用トランジスタＤＴ0’～ＤＴ

3’のオフ時の抵抗を近似的に∞（無限大）としてい
る。
【００４９】そして、第１の実施形態と全く同様にし
て、有機ＥＬ素子３に印加される電圧Ｖは、ビットデー
タ（ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）が大きくなるに従って増加し
ていく。有機ＥＬ素子３に印加される電圧Ｖが増加すれ
ば、駆動用トランジスタＤＴ0’～ＤＴ3’から有機ＥＬ
素子３に流れる駆動電流Ｉも増加し、それに伴って有機
ＥＬ素子３の輝度Ｌも増加する。したがって、本実施形
態によれば、デジタル映像信号に応じた駆動電流Ｉを有
機ＥＬ素子３に流し、それによって有機ＥＬ素子３の輝
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度Ｌを段階的に制御できる。
【００５０】上述した構成の表示装置の動作について説
明する。ここで、説明の簡単のため、駆動用トランジス
タＤＴ0’～ＤＴ3’及び画素選択用トランジスタＧＴ0
～ＧＴ3のしきい値を無視する。
【００５１】ゲート信号線Ｇ１の電位Ｖ（Ｇ１）が例え
ば８Ｖに立ち上がる。すると、画素選択用トランジスタ
ＧＴ0～ＧＴ3がオンし、ドレイン信号線Ｄ0～Ｄ3からデ
ジタル映像信号の各ビット（ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）が読
み込まれる。これにより、駆動用トランジスタＤＴ0’
のゲートの電位は、ｎ0×８Ｖ、駆動用トランジスタＤ
Ｔ1のゲートの電位は、ｎ1×８Ｖ、駆動用トランジスタ
ＤＴ2’のゲートの電位は、ｎ2×８Ｖ、駆動用トランジ
スタＤＴ3’のゲートの電位は、ｎ3×８Ｖとなる。
【００５２】例えば、駆動用トランジスタＤＴ0’につ
いて、ｎ0が「０」の時は、そのゲートの電位は０Ｖで
あり、この場合は、駆動用トランジスタＤＴ0’はオフ
する。一方、ｎ0が「１」の時は、そのゲートの電位は
８Ｖとなり、駆動用トランジスタＤＴ0’はオンする。
他の駆動用トランジスタＤＴ1’～ＤＴ3’についても同
様である。
【００５３】こうして、デジタル映像信号の各ビット
（ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）に応じて駆動用トランジスタＤ
Ｔ0’～ＤＴ3’がスイッチングし、駆動用トランジスタ
ＤＴ0’～ＤＴ3’の合成された抵抗値は、式（２）に従
って定まる。そして、駆動用トランジスタＤＴ0’～Ｄ
Ｔ3’から駆動電流Ｉが有機ＥＬ素子３に印加され、そ
の駆動電流Ｉに応じた輝度で発光する。
【００５４】なお、本実施形態では、有機ＥＬ素子３に
駆動電流Ｉを流すタイミングを調整するためにタイミン
グ制御用トランジスタＣＴ0～ＣＴ3を省略しているが、
第１の実施形態と同様に設けても良い。またデジタル映
像信号（ｎ3，ｎ2，ｎ1，ｎ0）のビット数も４ビットに
限らず、適宜増減してもよいことは言うまでもない。
【００５５】さらに、第１及び第２の実施形態におい
て、有機ＥＬ素子３を用いた表示装置への適用について*
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*説明したが、本発明はこれに限らず、ＬＥＤ等の電流駆
動発光素子を用いた表示装置に広く適用することができ
るものである。
【００５６】
【発明の効果】本発明の表示装置は、画素毎に、デジタ
ル映像信号に応じて重み付けされた駆動電流を発生する
電流発生回路を設け、この駆動電流を電流駆動発光素
子、例えば有機ＥＬ素子に供給するようにした。要すれ
ば、デジタル映像信号に応じた階調表示を可能とするＤ
／Ａ変換機能を各画素毎に内蔵化したものである。これ
により、画素の周辺回路が簡単になり、表示パネルの額
縁面積を縮小化することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る表示装置を示す
回路図である。
【図２】図１における電流発生回路２と有機ＥＬ素子３
の等価回路図である。
【図３】駆動用トランジスタＤＴ0～ＤＴ3の合成された
抵抗値Ｒとデジタル映像信号との関係を示す図である。
【図４】駆動電流Ｉ及び有機ＥＬ素子３の輝度Ｌと電圧
Ｖとの定性的な関係を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る表示装置の動作
を説明するタイミング図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る表示装置を示す
回路図である。
【図７】従来例に係る有機ＥＬ表示パネル内の一画素の
等価回路図である。
【符号の説明】
１  デジタルデータドライバ回路    ２  電流発生回路
    ３  有機ＥＬ素子
４  アノード    ５  カソード    ６  発光層    ７  
寄生容量    ８  駆動信号源    Ｇ１  ゲート信号線  
  Ｄ0～Ｄ3  ドレイン信号線    ＧＴ0～ＧＴ3画素選択
トランジスタ    ＤＴ0～ＤＴ3  駆動用トランジスタ  
  ＣＴ0～ＣＴ3タイミング制御用トランジスタ

【図２】 【図５】
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